
ポスターセッション：環境 〔(社)日本家政学会

2Xp- 3（P)　洗濯における蛍光増白染料の物質収支

　　　　　　○吉田志保　岩崎芳枝

　　　　　　　（郡山女大）

　目的　蛍光増白染料（FfAと略記）は繊維製品の白度を維持し、その耐用期間を延長する
　一一一一
　のに役立つが、曜牢度が低いので、これを哺うために洗剤中に配介されている。しかし、
　その令部は利川されず、また、増白布から脱着するものもあり、洗濯排水として排出され

　る。各種増白布、FIA
、洗剤についてこれらの関係をしらべ、物質収支を明らかにする。

　方法　口各繩巾販増白布、合成洗剤配合FWAの部属判定（JIS L 1060）、合成洗剤配合FfA
　－－－
　の定硫(セルロースパウダー法)

②各種FfAの染m、移染　③洗浄による各種市販増白布

　からのFfAのm着および綿増白布からの脱着、FIAによる各種未増白布への移染④合成
　洗剤中のFWAの染谷　以l:の結梁を総合して物質収支を考察する。

　結果　①　綿、キュプラ、絹及び合成洗剤14種は直接染料型ｽﾁﾙﾍﾞy系、ﾅｲD'/はｼﾞｽﾁﾘﾙﾋﾞﾌｌニル

　一一　系、街紆、糾tｽﾃﾙ１種は切ﾙｲﾐF系、ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ４種、綿・ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ混紡は分散染料型れｻﾞｿｰﾙ
　系、ｱｸﾘﾙは塩基性染料型ず7ﾀﾙｲﾐF系であった。合成洗剤中のFfA配合量は、主成分の配合

　界面活性剤が陰ｲｵﾝ系は約0.
5%、非ｲｵﾝ系は約＼.2%であった。②分散染料型ｵｷｻｿｰﾙ系、ﾅﾌﾀ

　ﾙｲﾐF系FfAでの利ｴｽﾃﾙ、ｱｾﾃｰ1の染着率は約70～Q4%であった。ﾅﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ系-ｱｾﾃｰﾄ増白布
　からの脱着・移染が認められた。③市販増白布を洗浄した場合、綿、ｈﾌﾞﾗからFWAの脱着

　がみられたが、他からの脱着けなかった。綿増白布からの移染は、綿、ｈﾌﾞﾗ、･/ｲ哨こ認め
　られた。④合成洗剤で洗浄した場合のFfAの染着量は、綿約0.1～0. 25nij;/g、ﾅｲﾛﾝ約0.02
　～0.04ing/gで、約40～50s;が排出される。以上の結果から繊維の種類によって洗剤に配合

　されているFfAの全量、または約50 ％が洗濯排水中に排出されるものと考えられる。

2Xp- 4(P) 石けん及び合成洗剤の有機汚濁負荷

○阿部幸子

　(青山学院女短大)

　目的　洗剤中の主成分は界面活性剤であり、これらの物質は洗濯に使用された後に、排

水に含まれて下水に捨てられ、環境中に持ち込まれる。現在、多種類の洗剤が入手できる
状況にあるが、これら洗剤の中、石けんの原料には各種の油脂が用いられ、廃食油を使用

したものもあるが、合成洗剤はコンパクト化が進み、表示されている成分や標準使用量に

も多種多様なものが市販されている。そこで、洗剤の有機汚濁負荷量をＢＯＤ及びTOC

を指標として求め、またＢＯＤ／ＴＯＣ、ＢＯＤ／ＴＯＤから各洗剤の生分解性を推定し、
これら多種多様な洗剤の環境影響を比較検討した。

　方法　粉末状の洗剤は、1 g/Lの水溶液とし、適宜希釈して以下の測定を行った。

BOD : 植種及び希釈mとして河川水（多摩川中流域で採水）を使用し、圧力センサー式

BOD測定装置(BOD-Trackセントラル科学〉により、25での恒温槽中で120時間（5日間）
測定した。

ＴＯＣ：上記lg/Lの洗剤水溶液を蒸留水で10又は20倍に希釈し、全有機炭素計（ＴＯＣ-
Ｅ双）島津製作所）でＴＣ、I Cを測定し、ＴＣ－ＩＣとして求めた。

　結果　標準使用濃度での石けんのＢＯＤは合成洗剤の場合よりかなり高い値を示すが、
純石鹸分の含有量によって値が変動する。合成洗剤では石けんのＢＯＤの1/5～1/10程度で

あった。ＴＯＣから各洗剤のＴＯＤを推定し、ＢＯＤ５／ＴＯＤを求めて生分解率を比較

したところ、石けんでは70%程度、合成洗剤では50％以下のものが多かった。
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